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農地の見える化を通じて、 価値を創造する
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住所

兵庫本社：兵庫県丹波市氷上町常楽725-1

東京本社：東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル18階

浜松支社：静岡県浜松市中区鍛冶町100-1 ザザシティ浜松中央館415

シンガポール法人：51 GOLDHILL PLAZA #07-10/11 Singapore

インド法人 ：5th Cross HMT Layout Ganganagar Bangalore India

設立日 2018年6月14日
（インド法人:2019年9月30日, シンガポール法人: 2023年1月4日）

主要サービス及び技術

①耕作放棄地検出システム「アクタバ」

②作付け調査効率化システム「デタバ」

③農地マッチングサービス「ニナタバ」

④衛星による生育・土壌分析システム「Sagri」

⑤農地自動区画化技術「AIポリゴン」

会社概要Company

代表取締役CEO 坪井俊輔

横浜国立大学理工学部機械工学・材料系学科を卒業。
2018年に衛星データやAIなどのデジタル技術を活用し、農業の経営発展と脱炭素
社会に貢献することを実現すべく「サグリ」を創業。
農林水産省 「デジタル地図を用いた農地情報の管理に関する検討会」 委員。経
済産業省「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた若手有識者検討会」委
員。2020年世界経済フォーラムが任命するGlobal Shaperとして選出。

Forbes 「世界を変える30歳未満30人」の1人に日本版およびアジア版で選出。
MIT テクノロジーレビュー 未来を創る35歳未満のイノベーターの1人に選出。
自由民主党デジタル社会推進本部リバースメンター。ソフトバンクアカデミア。



主要投資家主な受賞歴Award Investors

加盟団体

準優勝

農林水産技術等大学発ベンチャー認定

環境省スタートアップ大賞事業構想賞受賞

行政との連携実績があるスタートアップ企業100選

優勝

宇宙開発利用大賞 内閣総理大臣賞受賞

6



Company Confidential © 2023 Sagri Inc.





作物分類耕作放棄地把握

土壌分析・AIポリゴン
カーボンクレジット

営農管理（農業現場）農地管理（行政現場）

農地集約

提供サービス



作物分類耕作放棄地把握

土壌分析・AIポリゴン
カーボンクレジット

営農管理（農業現場）農地管理（行政現場）

農地集約

提供サービス



農地の見える化

・利用状況調査の実施
・耕作放棄地の把握

・農地所有者の意向ヒアリング
・農地の集約やマッチング、地域

計画への活用
11



日本の農業課題



日本の農家の

平均年齢

約68歳







耕作放棄地



全国 約1700 市町村に設置された

農業委員会



②毎年、農地状況を 目視確認
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目視調査を



大幅削減！



紙管理を



デジタル化



衛星

   2022年度から

  衛星データを

  利用可能に



農林水産大臣賞受賞！内閣官房 Digi田甲子園
広島県代表事例！
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農地の見える化

・利用状況調査の実施
・耕作放棄地の把握

・農地所有者の意向ヒアリング
・農地の集約やマッチング、地域

計画への活用

アクタバを活用した利用状
況調査の実施・耕作放棄地
の把握後...
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地域計画への活用

地域計画の
案を作成

出し手・受け手
の意向を基に、
農地集約化の範
囲を落とし込ん
だ地図を作成

地域計画の案を
作成し、関係者
から意見の聴取

地域計画の案
の縦覧・公告

地域計画の課題

地域計画の案を作成する
にも重点地区が定まらな
い...

出し手・受け手に向け
た意向のヒアリングが
大変...

地図を紙ではなくデジタ
ル化したい...

ニナタバを活用した農地マッチング

農地の集約・集積を推進
したいが進まない...
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重点地区
の洗い出し

農地所有者
の意向に関す
るヒアリング

作り手・担い手
への紹介

農地マッチングのプロセス
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① ② ③



農地マッチングのプロセス

①重点地区の洗い出し

②農地所有者の意向に関するヒアリング

③作りて・担い手への紹介
33



①-1.接している道路幅の表示

農地に接している道路のうち、最大道路幅がグラデーションにより可視化されます。

凡例 最大道路幅
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①-2.陰地率の表示

凡例 陰地率

0～20％

20～40％

40～60％

60～80％

80～99％

四角形のように綺麗な農地は陰地率が低く、形が歪な農地ほど陰地率は高くなります。

農地の陰地率がグラデーションにより可視化されます。

農地

・陰地が多い→歪な農地

陰地

陰地 想定整形地
(きれいな正方形

や長方形)

・陰地が少ない→綺麗な農地
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①-3.傾斜度(量)の表示

0～1度

1～2度

2～3度

3～4度

4～5度

5～6度

6～7度

凡例 傾斜度

農地の傾斜度がグラデーションにより可視化されます。

色が濃いほど傾斜度の大きい農地になります。 36



①-4.耕作放棄地の表示

耕作放棄地の表示は２パターンあります。
パターン１
全圃場を対象とした耕作放棄の可
能性を示す「耕作放棄地率」によ
る確認。

パターン２
よりピンポイントに高解像度画像に
よる圃場の粗さを示す「粗度」によ
る確認。

「耕作放棄地率」がグラデーションによ
り可視化されます。色が濃いほど耕作放
棄の可能性が大きい農地になります。

「粗度」が色により可視化されます。
色が白いほど圃場が滑らかなであり、
粗い箇所が雑草等が生い茂っている可
能性があります。
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重点地区の洗い出し

接している道路幅

傾斜度(量)

陰地率

耕作放棄地

取得した情報から...
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農地マッチングのプロセス

①重点地区の洗い出し

②農地所有者の意向に関するヒアリング

③作りて・担い手への紹介



※画面はイメージです。実際のデータとは異なります。
40

②.地権者の意向の表示
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農地マッチングのプロセス

①重点地区の洗い出し

②農地所有者の意向に関するヒアリング

③作り手・担い手への紹介



42

ニナタバでの連携事業者



小規模の農地や1筆単位のマッチングでも活用可能！

広域での農地の集約・集積はハードル
が高く、導入に踏み切りずらい...

広域での農地マッチングは意向を
まとめるのが大変そう...

●ニナタバを導入するにあたって...
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小規模の農地マッチングへの活用

活用事例：尾道市の農地バンク制度 ※農地バンク制度・・・耕作・管理できなくなった農地を
農業委員会が窓口となって、農地利用希望者へ紹介する制度

（出典：尾道市ホームページ）

窓口で農地利用希望者に最新の意向を反映したデジタル地図を見せることが可能！
44



作物分類耕作放棄地把握

土壌分析・AIポリゴン
カーボンクレジット

営農管理（農業現場）農地管理（行政現場）

農地集約

提供サービス



肥料



肥料価額が

PROBLEM

コロナ前の2倍に

コロナ前 コロナ後



肥料削減には
土の状況を知る必要がある



従来の土壌分析



お金や手間がかかる



AIによる衛星解析から

土壌分析が可能に

pH、炭素、窒素など

80%~85%の精度



AIによる土壌解析で 土壌の推定 ができる





肥料使用量
導入前

2割削減



衛星データによる土壌分析の観点で
農研機構や農林中央金庫、全農と事業連携！



脱炭素





カーボンクレジッ ト 発行に関する仲介手数料で
システム利用料を頂かなく ても事業を拡大！

農協等
農業従事者

①営農情報・ 農家管理

農地管理

営農指導

サービス

利用
情報入力

クレジッ ト

分配

ビジネスモデル

カーボンクレジッ ト

支払い

大企業

カーボンクレジッ ト

発行

②カーボンクレジッ ト 発行 / 販売



衛星データによる湛水状況把握

水管理業務効率化
作付け調査（水張り確認）
中干し期間延長把握



農林水産省SBIR（中小企業イノベーション創出推進事業）への採択内容

• サグリのコア技術を活用しカーボンクレジット創出・販売の大規模実証を実施
• 温室効果ガス削減等に資する農業技術を開発実証

✓ サグリの持つコア技術 ✓ 広域のモニタリングによる
カーボンクレジット創出量の最大化

✓ 温室効果ガス削減技術にかかわる
モニタリングの簡便化

農業由来のカーボンクレジット創出の最大化と
農地の価値向上を目指します

出展先：農林水産省様ブース

拡⼤図

AIによる区画整理

衛星による⾼解像度画像

分析×AI
拡大図

農家の方の負担が小さい、
より信頼性の高いクレジット創出に貢献衛星を使ったモニタリング



区画化（AIポリゴン）

高解像度の衛星画像を、AIを用いた画像処理を通じ、「AIポリゴン」として
農地を安価に区画化

コア技術と提供するソリューション

衛星データとAIによる農地区画化技術と農地解析で様々なサービスを提供

“農地の見える化で、価値を創造”

”圃場の区画を自動で判定“

1

2

3

行政の農地調査・農地集約

農業現場での営農支援

民間企業向け脱炭素化事業
（カーボンクレジット）

土壌の状態 (全炭素、全窒素、
pH、CEC等) を分析

耕作の有無や、栽培されて
いる作物を特定

田んぼ等に水が貯められて
いるかを判別

AIによる衛星データの画像および
波長の分析により、各種分析を実施

土壌分析 耕作・作物分類 湛水検知



人類と地球の共存を実現する

サグリの目指す未来



食糧安全保障



気候変動





AI

Grid

衛星

衛星データと AIを活用した

農地の見える化を通じて、 価値を創造する
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